
平成３１（２０１９）年４月８日   

 ＜高校生活の指針＞ 
                                        生活指導部 

 

 学校は学習や部･委員会活動、そしていろいろな行事に積極的に取り組むことによって、各自が能力

と人間性を高めていく場です。そのために、新学年の始めに当たり以下の諸点を再確認し、充実した

高校生活を送るよう努めてください。 

 

１ 若者らしく積極的に生活しよう 

学習に大いに励み、また、委員会や部活動、行事などに積極的に取り組んでほしいと考えています。

時には困難にも直面しますが、その困難を乗り越える時、大きな喜びを手にすることができ、人間的に

も大きく成長します。学校は集団の中で、自らを鍛える場です。 

２ 自他の尊重 

 学校は自他の尊重の上に立って、互いの成長を図っていく場です。偏狭な考えで他の人を傷つけたり、

身勝手な行動で周囲に迷惑をかけたり、また、自分を粗末に扱うなどということがあってはなりません。

人にはそれぞれに個性があり、一人ひとり違います。その違いを互いに認め、尊重しあって生活するこ

とによって、初めて豊かな人間性と個性が生まれます。 

３ ルールを守る ― 「自由」とは「勝手気まま」｢したい放題｣とは別である。 

 府中高校の生徒手帳には生徒心得として、生活規律について基準や規則がきちんと示してあります。

それは各自の自覚と責任によって支えられています。｢学びの場｣にふさわしくない生活態度、社会的ル

ールに反する行動に対しては、厳しく反省を求めます。 

４ 安全に注意する 

 日常生活で特に留意しなければならないことは、自分および周囲の人たちの安全に配慮することで

す。ルールやマナーを無視した行動で他に迷惑をかけたり、不幸な事態を招いたりすることのないよう

十分な注意を払いましょう。特に通学途上では安全に対する十分な注意が必要です。いつも時間に余裕

を持って行動するようにこころがけてください。 

５ 具体的な注意点 

＜規律のある生活＞ 

  規律正しい生活の根本は時間を守ることです。本校では午前８時３５分が始業です。必ず朝食を十分

に食べ、ゆとりを持って、８時３５分から始まるＨＲに間に合うように登校しましょう。最終下校時刻

は１７時です。毎日必ず家でも机に向かい予習復習をしましょう。 

 

＜挨拶の励行＞ 

  校内で友人や先生、外部からいらっしゃった方に対して、自分から挨拶や会釈をきちんとするように

しましょう。 

 

＜服装について＞ 

  儀式的行事、芸術鑑賞教室・合唱祭等の学校行事では、必ず標準服を着用しましょう。日頃から、「学

ぶ場｣にふさわしい服装を心がけてください。頭髪の染色、アクセサリー（指輪・ピアス・ペンダント等）

は身につけない。化粧の必要もありません。外見にばかり関心を持つのではなく、学校は自己の内面を

磨く場です。 

 



   

＜上履き、体育館シューズの区別について＞ 

  必ず記名をしてください。体育館履きは体育館棟のみで使用してください。また、万一、上履き等を

紛失した場合は、すみやかに購入してください。 

 

＜持ち物＞ 

  学習や部活動に不要な遊具や昼食用以外の飲食物の持ち込みは慎んでください。多額の金銭や高価な

物品は持ってこないことです。 

 

＜貴重品の管理＞ 

  貴重品はできる限り学校に持ってこないのが基本ですが、持ってきた場合は自己管理が原則です。肌

身はなさず持って歩くか、ロッカーに入れて鍵をかけておくなど、まず盗難にあわない注意が必要です。 

 

＜公共物の使用＞ 

 ロッカー､下駄箱､机､椅子といった学校の設備や備品類を破損や、傷つけることのないように使用しな

さい。また、選択授業等で使用することも多いので、机の中は常に整理しておくこと。 

校舎内、中庭での球技や、暴れるようなことをしてはならないのは当然です。破損等に対しては原則

として弁償を、また故意に破壊するような行為に対しては、厳しい反省を求めます。 

 

＜自転車通学＞ 

  登録制（府中高校のシールを自転車後部の泥よけ等の見やすい場所に貼ること）になっています。ス

ピードの出しすぎ・信号無視・二人乗り・ヘッドフォンやイヤホンを装着しての運転・携帯電話を使用

しながらの運転・雨の日の傘差し運転は絶対にしないでください。雨の日にはレインウエア着用を義務

づけます。その他の交通ルール･マナーを守ってください。また、ヘルメットの着用や、自転車保険への

加入を勧めます。 

 校内では、指定の場所以外は駐輪禁止です。特に経営企画室前は厳禁です。きちんと駐輪していない

場合やシールを貼っていない場合はその自転車を係留し、指導があります。 

 

＜バイク通学の禁止＞ 

  バイク通学は禁止です。同乗することも禁止です。また、自動車での通学もやむを得ない事情以外は

禁止です。違反者に対しては、厳しく反省を求めます。 

 

＜外出の禁止＞ 

 登校から授業終了まで、外出禁止です。昼食は持参してください。（校内でのパン･飲み物の販売あり。） 

 

＜アルバイトについて＞ 

 アルバイトは禁止とします。 

 

＜携帯電話の使用について＞ 

  授業・試験中の使用禁止はもとより、情報モラルを守った使用をするようにしてください。 

 

 




